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Abstract

The present study has been undertaken to find the most efficient procedure and
inost optimal conditions for obtaining a large number of young Oncomelania snails in the
laboratory for experimental purpose. In this study the author attempted to obtain de-

tailed information about the influence of some environmental physical factors on growth
and hatching of the eggs. Initially, the response of the eggs to temperature and degree
of wetness was observed.

Fresh eggs of O. nosophora and O. quadrasi which were covered with mud-like parti-
cles were collected from the egg-laying chambers at daily intervals and placed on soil
or filter paper contained in Petri dishes which were kept at constant temperature and
moisture. If conditions were proper, the egg-cells developed up to mature larvae and
someof them hatched normally in these culture chambers.

For testing the influence of wetness, the six grades of wetness were experimentally
established according to amount of water contained in filter paper of 15cm diameter.
On dry soil and dry filter paper, the eggs died within several hours. In O. nosophora
eggs, desirable amount of water given to filter paper was around 6ml at least, but O.
quadrasi eggs required much larger amount of water for the survival and development,
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Under desirable wetness conditions, optimal growth was found at about 20-25•Ž in which
about 80 per cent or more of the eggs developed to the mature stage (the stage of late
veliger) within 20 days. Higher temperature over 30•Ž resulted increased mortality in
the early stage of development. At 15•Ž, on the other hand, the eggs required a longer period
of incubation for maturation, especially O. quadrasi eggs markedly inhibited in the develop-
ment. On further lowering of temperature below 10•Ž they almost ceased their growth.

In culture chamber, the eggs began to hatch naturally 20 to 30 days after incuba-
tion under ideal conditions, but the rate of hatching was not especially high. If the
culture ground and filter paper were covered with water at this time, mature eggs ac-
tively hatched within 24 hours. On the other hand, when the fresh eggs were culti-
vated on filter paper submerged into water from begining, most of eggs developed to
mature eggs and hatched successively day by day. According to the observation based
on these phenomena, the incubation period necessary to obtain maximum hatching was
recognized to be about 22 days at 20•Ž, 15 days at 25•Ž and 13 days at 27-30•Ž respec-
tively. Therefore, this procedure can be recommended as an efficient way to obtain
young snails.

緒　　　　　　　　　呂

緯ての住血吸虫及び住血吸虫症の実験的研究には多

数の宮入員が必要である･従つて在来も宮入且の生態

の観察や飼育の研究が行われ多数の報告がある.しか

しながらこれらの研究を概観すると,その大多数ほ成

風や,自然に孵化した椎貝を対象として其の後の発育

と,その条件を追求したもので,宮入員の卵子の発育

や,孵化の条件について記載したものは極めて-少ない.

僅かに杉浦〔1933)が0, nos坤九oraの)卵子で旺子の発育

過程を観察し,王ら(1956)がO･ hupensi∫の)卵子の発

育に及ぼす,水分と温度の影潔について言及している.

そのほか,杉浦(1933), Abb｡t七(1946), Ishii &

Tsuda:(1951),. Otori (1956), Chi &　Wagner

(19即).らが卵子の自然孵化とその経過を観察報告し

ているにすぎない.著者は実験室内で,著者が考案し

た土壌培地,嘘紙培地を用いて宮入員卵子の飼育を試

み,その発育過程巷観察すると同時に,発育及び孵化

に及ぼす温度と水分生野影智等を詳しく検討,最も能,一

率特に多数の稚貝を得即に必要な方法と諸条件を追究

'した.住血吸虫症に対する適確な化学療法剤の開発が

まだ充分でない今日,っ本症の予防,撲滅対策の重点

が,宮入員の投球に指向されねばならないことは勿論

である･この意味で現在,宮入国に対する殺月割の研

究,天敵の利用,物理的梗旦法等に多くの研究がみら

れるが,自然界に於ける卵子に対する対策も当然考え

､られてよいことであって,一本研究はその基礎研究の)―

部としても意義あるものと考える･

実験材料及び方法

実態に用いられた宮入且は久留米産のO.耶叫血ro

とフイ.リ{ハッピン塵のO･ quadrasi名の二種類である.

産卵及び飼育に用いた土潔は久留米市筑後川沿岸の自
､分

然索葉地から持ち帰ったものである名

1,産卵のための培地は15cm径のベトリ⊥シャ

ーレに同大の,水分を含ませた円形櫨紙を敷き,その

上に適当に水分を与えてよくこねた上記土壌を3-l｡

mmの厚さに平般こ盛り,その表面を-ラを屑いて滑

らかにした､.この産卵培地に1ケ当り宮入員50個体づ

つ投入し,ガラス板で蓋をして湿度を保つて飼育する.

その産卵培地の土壌は2週間無に新しいものに取換え,

そ由都度約50mg王)配合飼料(マイミールレ,マウス閏
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型飼料,卵殻を夫々2 : 2 : iの割で配合したもの)

を与えた｡産みおとされた泥皮を被った卵子(質g. 1)

を毎日,数を算定し,これを孵卵培地に移す･

2 ,孵卵培地としては土壌培地と波紙培地の2種を

用いた･土壌の場合には前記産卵培地と同期15cm

径ペトリ.シャーレに渡航を置き,その上にミンチで

細土化した乾燥土壇を2～3皿皿の厚さに薄くぬり,こ

れに水分を加え,土壇表面の水分量を一定に調整した.

嬉紙培地はシャーレに15cm径の癒祇を敷いただけで,

一定量の水分を与えた.

これらの培地の上に産卵培地から得られた新鮮な卵

子を概ね50-100個を行儀よく並べ,培地内の水分とっ

湿度を保つためにガラス板で被い,ワセリンで封じて

飼育した. (質g. 2,3)

3 ,孵卵培地の水分はそれに含まれる水分量によつ

て第1度から第占度までの6段階に分け,各温度と組

合せて実験群を設定した･培地の水分量の規定は土壇

と嬉舵でその基準が異なる.土壌の場合には,乾燥状

態を第1度,水浸しの状態を第6度とし,その中問は

土壌の上紅軽く立てた巾5mmの渡航片に10秒間に上

昇する水の高さで表わした･即ち1mm, 2-3nim3

質g. 1 Fresh eggs covered with mud-like

particles on the soil名

実　　験

工　宮入具の産卵

0. nosophoraの自然索葉地である筑後川の)川面にて,

2月上旬, 3月中旬, 4月上旬, 5月下旬, 6月中旬

の夫々異なつた季節に採集した宮入月成員を実験室に

持ち帰り,各群無に雌雄夫々50個体づつを産卵培地に

25一

4-6mm, 7-10mmを夫々第2度乃至第5度とした,

=照紙の)場合は15cm径波紙に含ませる水分量で示し,

その量は夫々第2度で3ml.欝3度で4ml,第4度で-

6ml,第5度で8m1としてある.第白虎は冠水した捉

態である.

4.飼育温度は10℃Cから32｡Cまでのワ群とし,夫々

を孵卵器,低温恒温槽,などを用いで匝般に保つた,

5.各条件下に置かれた孵卵培地の卵子ほ孵卵開始-

から概ね毎日乃至数日毎に泥皮を破り,内部の卵子っのJ

生死と発育段階を観察すると共に,卵子が成熟して更

に自然孵化する経過を追究した℃

Fig. 2　Eggs placed ℃nsoil in culture chamber.

Fig. 3　Eggs placed ℃n王Iiter paper in culture一

chamber ･

成　　績

移し, 20-25｡Cの飼育室にて飼育する℃毎日の産卵数

を数え, 1週毎の産卵数の累計を図示したのがF山g. 4

である･これをみると, 2月群では飼育開始後, 6.EI

目に産卵が始まり, 2月下旬から3月中旬にかけて産

卵数のピークがあり, 1週間の)集計で夫々約白00個前



26

12℃-I

en

砦｣xⅧ[
¢

叫-

｡　　eoii

7一-

,℃生　別

百

& "N高

野　　島

質g･　Seasonal variation of egg-laying of

0, nosophora from natural field･

後の産卵がみられ,その後急性に落ちて4月上旬まで,

約7週間産卵が持続している.その間産卵された卵子

の総数は2562個である･ 3月国は3日目から産卵がみ

られ特　その数は3月下旬の1週間で度に6門個,その

後次期に減少しながら5月下旬までの約9週間持続し,

総数2713個の産卵がみられた. 4月群では初日から産

卵があり最初の1週間で1151個の極めて多数の産卵が

みられ,次第に減少しながら11週間続き7月上旬に藤

嶋している.産卵総数は4187個で最も多い. 1日当り

の最高産卵数として4月下旬に550個を記録している.

5月下旬群は最初の)1週間に1342個を数えたが, 6月下

旬から7月に入ると産卵が急速に低下し終賭する.産

卵給数は2417個である6月中旬のもの)では産卵はすぐ

iに始まるが7月上旬には産卵は止まり,その)数は413

個で産卵期問も僅に2週間にすぎなかつた.これらの

ほか, 7月中旬, 9月中旬, 10月下旬に採集された宮

入且では産卵は非常に少なし( ,引き続き,実験室内で飼

育すると,いずれも翌年の1月頃より多数の産卵がみ

られる.以上の)知見から自然界に於ける　0, nosobhora

は3月の初めから生殖腺の発育が始まり,産卵活動の

ピークは概ね4, 5, 6月にあり7月に入ると下降線

巷たどり,秋季にはあつても非常に少ないと思われる.

⊥方実験室内で2O一23｡Cの下で飼育し成員となった

O.quadra∫t.を雌雄共に50個体づつ9月中旬より,同じ

産卵培地で産卵を行わせると, 1日の最高産卵は142

個であったが,その産卵は18週間以上続き,その間1

週間毎に集計した産卵数に大きな消長がみられない.

産卵総数はヰ103の多数に至った.

尚　　武

Ⅱ･宮入員卵子の生存,発育に及ぼす温度,水分量

の影響

宮入貝の卵子を孵卵培地に移し,適当な温度と水分

の下で飼育して,色々の時期に泥皮を取り去ってその

発育を実体顕微鏡で観察すると,荘子は分割期,嚢旺期,

担輪子期,被面子初期,中期を経てやがて被面子後期

即ち成熟卵子に発育する.この時期になると藤子は卵

子の全域を占める大きさで,椎貝が殆んど完成し,度に

穀層が1層半はみられる･孵化能力を持ちつゝあり,こ

のまゝ外界におかれても生存可能である. 2O｡Cの温度

下では孵卵開始後1～3日で分割期～.薬膳期特　6-10

日で担輪子期～被面子初期, ll-15日で被面子中期概

ね16日以上たつと被面子後期(成熟卵子)に発育する.

以下の実験では条件によって14日乃至120日間まで観

察し,卵子が成熟卵子となる割合即ち成熟率で,卵子

の発育を比較した.実験は　O.乃O∫のるihorの, O･quadasi

の2種について色々な温度と水分量を組合せ,合計8ワ

群について発育を観察した. (Table, 1,2)

1.癒紙上飼育の成績

水分量の第1度即ち完全な乾燥状態ではいかなる

温度条件のもとでも両種共に数時間内に総ての卵子が

死滅し,全く発育がみられない.第2度(15cm佐渡

紙に3m1の水を含む)ではO.nの∫ophoraは2OコC,25℃C,

27°Cの温度帯で成熟卵子への発育がみられる,孵卵開

始後20日前後の)観察でその)成熟率は夫々75, 79, 11ヲ/a

で, 2Oー23℃Cで高い成熟率がみられる.水分量が第3

皮(水量が4ml)になると,その率は夫々　P, 89, 28

%と上昇する･第4度(6ml)は波紋が飽和状態の水

分量であるが, 2OつC, 25℃C 27°Cで夫々96,85,77%

が成熟し,甲つCでも同じ時期に18チ綿王威熟卵子となっ

ている･温度が15｡Cにおかれた場合は飼育後65日目

になって,その467細バやっと成熟卵子に発育している･

温度が15｡Cのように低いと卵子は死滅はしないが,

発育に更に時間がかゝることが分る.第ら度即ち水浸

しの状態では3OつCでも65%の高い成熟率が得られ,

多量の水分の存在が好結果をもたらしている　尚32｡C

以上, 1OつC以下ではいかなる水分量を与えても成熟卵

子までの)発育がみられない･ 0. no∫ophoraの波紋上飼

育のj場合,最も適当な温度帯は体てa 20-25℃C附正にあ

り,第4度以上の水分量があれば高率に成熟卵子に発

育する.

一方0. quadrasiを用いた実験では水分量が第5度即

ち櫨紙が水smlを含む程度になつてはじめて成熟卵子

が見い出される.しかもその率は2OつCで11%, 25℃C

で6っfc, 27つCで0%で極めて低い.水浸しの)状態〔第
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Table I Influence of七emperature and wetness on growth and survival o壬Oncomelama

乃O∫obhora egg on filter paper･

T emperature 32-C　30℃　27℃　253Cき2Oつ　15｡C生o℃c

分±生分分
Vo : Maturation rate, ( ) : Number of eggs

Remarks : Grade o王we七ness is expressed by the amount of water contained in壬Iiter paper with
.

15cm diameter as紬Hows ; 1. dry condition, 2･ 3m1 3. 4ml, 4. 6ml, 5. 8ml, and

6. c℃ndit山℃n covered with a large amount of water.

Table 2　Influence of temperature and wetness on growth and survival of Oncomelania

〟uadra.†i effff　℃n filter naner.

一一一一一一■■一一一■一■一一一一■一■■っ川っっっ‖っっ‖っ一一■一一一■一一■■一っっっっっっっ丁=一一一■一一一■■一一一っっ=一■一一一■一一一■っっっっっっっっ一一一ー主一一=.:一T-一一一国T~二t:T一一一=丁二っ~･e-perature32-C30DC27DC25DC20つC毒

PeriodofincubationIS18.18,182265120

we七nessをl(=義g.主バ国学o%
(50)

o%
(102)

69%
(118)

主o
(86
(11

72
(12

aturati｡n報報質it生(((

,(バo?
(50

o?
(50

o?
(50

o?
303

119
198

33?
Ill葉葉21<
(I｡C
j

Number主｡f生(1

ggs℃O℃の,)の
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6度)になると,夫々s3つ｣,- 72%, 69ヲ,&更に3O｡Cで64

o/oが得られる,従ってO･ quadras去では0. nosophora

と比べてその発育には多量の水分が必要である･殊に

水分の不足群ではその発育が分割期や,塞旺期などの

発育初期で止まっているもの)が多い.水分量が第ら度

の下で15コC, 65日目の)成績では成熟率は21%でO･

no∫ophoraの)それより低い. 32℃C以上, 1O'C以下で

はO･nosophoraと同様,成熟がおこらない･

2.土壌培地での飼育成績(Table. 3,4)

嬉紙のかわりに土壌培地を用いて飼育実験を行うと

O. nosophora cD場合.水分量が第2度で20-Cでは

抵%の成熟卵子がみられたが27℃Cでは5%と非常に

低い.第3度でも2S-C, 27℃Cでは29#,- -9#と低く,

3℃つCでは成熟してこないが, 2O〇Cでは75%の成熟

率である･第4度で最もよい成績が各温度で得られ,

2OつCで84#, 25｡Cで　?, 27℃Cで58%が20日前後

で成熟率がみられ3OつCでも35%が成熟している.

15℃Cでは65日目に51%で,発育が遅れるが比較的多

数の成熟卵子が得られている･第4度以上に培地の水

分量が増加すると成熟率が落ち,水浸しの)状態の)第ら

度になると, 2O℃Cで38%の成熟をみたのみで,他の

温度群ではその出現がみられない.この度に波紋の場

合と異なって水分量が余り多いと,発育が障碍される.

甘able 3　Influence of temperature and

打O∫坤hora egg on soil.

尚　　武

殊eに25℃C以上の高い温度群にその傾向が強い. 32℃C

JBLh, 10°C以下では成熟しないのは渡紙上飼育と同

じである.

0. quadrasiでは波紋の)時と同様,どの温度でも水

分量が第4度以下では成育がなく,水浸しの状態では

じめて順調な発育がおこっている･即ち第6度ではそ

の率は2O｡Cで　　　25｡Cで　1* 27℃Cで76%と高

い. 3O｡C以上13℃C以下では成熟卵子は出現しない.

以上,渡紙でも土壌でも,両種とも卵子の発育の最

適な温度帯は概ね2O℃C乃至25℃C附近にあり,温度が

これより高くても低くてもその発育と成熟率は低下す

る傾向がある　0. quadrasiではその)成熟率は度に

1S｡Cで著特に制限される. 0. quadrasiは多量の)水分

を必要とし特0.nosophのraは低湿度に比較的強い.

更に卵子の各発育段階での温度の影響を詳しくみ

るため,土壇上飼育の)途上で分割期一重旺期〔 1～5

日) ,担輪子期～被面子初期(6-10日),被面子中

期(ll-15日) ,被面子後期(16-20日)に当る時期

に一過性に5日間のみ有害と思われる温度即ち1S℃C

以下, 3℃℃C以上の温度にさらし,その時以外は2OつC,

水分量が第4度の最適条件下で飼育し,.卵子のその後

の生存,発育に及ばす影響を追究した･その成績は

Table 5　に示してあるが,その影響が最も強いのは

wetness ℃n growth and survial ℃f Qnomeanio,

Temperature

Period o壬incubation

Wetness　1

2

3

4

5

6

% : Maturation rate, ( ) : Number ℃f eggs

Remarlこs : Grade o壬wetness is standard!之ed by the height o壬rising water ℃n the strip (5mm

in width) ℃向Iiter paper which is set on the surface of culture ground as follows :

1. dry c℃nditi℃n- 2. 1 mm, 3. 2-3 mm, 4. 4-6 mm, 5. 7-10mmheight, and6･

condition cこvered with a large amount o壬water.
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Table 4　Influence o壬temperature and wetness on growth. and survival ℃王Oncomelania,

quadran egg on soil.

29

Temp erature

Period of incubation

Wetness　1

2

3

4

3

6

oジ13 ･ Maturation rate, ( ) ･ Number ℃f eggs

Table 5　Influence of temporaly exposure to bad conditions of temperature for

5 days ℃n eggs at various stage of development

Maturation rate (after 26 days ℃王incubation)

Stage of growth
examined

(Period o王exposure)

Early cleavage
- Gastrula

(1高5th day)

Tm℃chophora

ーEarly veliger

(o一10th day)

Middle veliger

(ll-15th day)

Late -vehg巳r

(16-20th day)

Maturation rate of control group 〔2O｡C) : 81%

A number of eggs examined for each group vary from 40 to 85･

32｡Cの高温であって,それが分割期―嚢髄期になさ

れた場合は,その間に卵子の総てが死滅し,その後常

態に戻しても発育がみられない.担輪子期に作用させ

た場合でも成熟し得たものは僅か24%で発育能力が強

く障害される.度に被面子中期でも僅かながら影響を

度ナることが分る. 5｡Cの低温は担輪子期以後では余

り影響を与えないが,分割期-嚢旺期に卵子がさらさ

れると強い障碍を受け,そ一の)一後成熟したものはIQ#iこ

過ぎない･要するに32°Cや3℃Cの異常温度は分割新

一嚢腫期の)発育初期で致命的な打撃を卵子に与える.

殊に32℃Cは夫々の発育段階でも発育に悪い効果を与

える･ 3O℃C, IS｡C, 10℃C -の一過性の暴露は殆んど

影響がみられない･
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Ⅱ　孵化の要因

I.土壌培地上での卵子の成熟と自然孵化二

水分一重が欝4度乃至第5度の)土壇培地でO ･ nosophora

の)卵子の)飼育者践軒ると,卵子の)成熟とこれに伴って

自然孵化が起ってくる･ Fig･5, 6, 7は2℃℃C, 25℃C,

27｡Cの温度下で毎日から数日毎に観察した卵子の成

熟率と,自然孵化との関係をみたもので,卵子の成熟

率は20つCで1ら日, 25｡Cで12日頃に70%以上に, 27℃C

で13日頃に50%以上に達し,孵卵期間と共に上昇し

2O｡C, 25℃Cで80%以上が, 27℃Cで約60%が成熟す

る.培地上での稚貝の)発生は2OつCでは32日目, 2S℃C

では21日目, 27°Cでは24日日頃から始まり,その数

は次第に増加するが, 2O°C群では飼育45日目で,揺

卵子数の約50%に達するが, 25℃C群では30日目で約

?, 27℃Cでは30日目で約20%の自然孵化がみられ

る･っ特に27｡Cではその後増加が余りみられない.一

般に自然孵化は卵子が成熟した後,かなり時間をおい

て始まり,その速度も極めてゆるやかで,全体として

の自然孵化率も低い･又23℃C以上に温度が高い場合

はその率が低下する傾向がみられる.培地の水分量が

第3度以下であると成熟卵子に発育したのでもこのま

ゝの第3度以下で飼育する限り孵化がみられていない･

2.冠水による孵化

上記土壌培地で成熟卵子の出現がみられる頃から毎

日或いは数日毎に順次に冠水を行ってみると, 2O℃C群

J一q/{つ1O°

9O

℃8℃
一J巴7O

晋6O
I.一Ia50
くJ+Jd40
b]
3O

20

1O

では飼育19日目の)もの)から2S℃C頁学では13日, 27℃C

では14日目から椎貝の)孵化が起る.そO)孵化率はFig･

5, 6, 7で太い線で示すように次期に増加し,束々23一

日, 14日, 15日目以降になると大部分が,この操作に

よって孵化してくる.一般的に言つて冠水によつてお

こる孵化は卵子の成熟よりも遅れておこり,外観特に

成熟しても孵化能力を持つまでには時間がかゝる様に

思われる･孵化能力の)獲得も　2O｡C　に比べ, 2S｡C,

27｡Cが早い･自然孵化に比べ冠水による人工的孵化

は極めて高率である.又飼育期間と冠水による孵化率

との関係をみると, 2O℃Cでは飼育45日を経ても殆ん

ど100^に近い孵化率がみられ成熟卵子がこの温度で

は永く孵化能力を維持できる.しかし2S｡C,27℃C群

での孵化率は概ね19日頃がpeakで,その後ではその

率が次第に低下する傾向があり,特に27｡Cでは20日

以後,郎ち自然梶錐がぉこる時期以後にはその低下が

著しい･以上のように卵子が成熟した頃を見はからっ

て冠水を行うことにより,一挙に高率に新鮮椎貝を得

ることが出来る.

次に冠永による孵化現象を実体顕微鏡下で詳しく観

察すると,早いものでは冠水後5分以内に卵子を被う

泥皮の表面に亀裂を生じ,次第にそれは大きくなつて

その間隙から活発に動いている椎貝がみられる.なか

の椎貝は積極的に泥皮を摂食しながら,亀裂を押しひ

ろげ脱出をはかり,遂に孵化が完成する.はじめに亀
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裂が生じてから大部分の)もの)は30分以内に脱出するが,

なかにはこれに数時間を要するものが港る.

冠水による孵化の時間的経過をみナ二.の)がFig.8で

ある･2O｡Cで26日間飼育した卵子を含む土壌培地に

2℃｡Cの水を注ぐと,30分で15#,2時間で19#,5

時間で/f¥A7,24時間で85%の成熟卵子か孵化を完了す

る.又同じ条件で31日間飼育したものでは2時間で29

%,5時間で実に1,24時間には98%とほとんど全

ての成熟卵子が孵化をする.このように成熟した卵子

は冠水後24時間以内に大部分が孵化してくるが,こと
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質苫･ 9　Hatching process of Oncomelamia eggs

submerged into water of various temperature.

に飼育日数が長いものがより速かである.

次に同じく31日間飼育した群で加える水の水温の影

響を24時間観察した.それによると　4O℃Cの高温水,

3°Cの低温水では孵化は全くおこらない.特に4O℃C

の場合には泥皮をひらいてみると,全卵子が死滅して

いるのが確認された. 3｡Cの低温水を注いで観察した

もの)に新たに2O℃Cの水を注(シシと,その61%が孵化L

てくる.低温水は孵化能力にほ影潔は少ない. 1℃ウ1C

a)水では2時間で3#, 5時間で　3, 1℃時間で36#,

24時間後でも49%の孵化率で抑制がみられる･山5℃C

の水では2時間で7#, Su時間で52%で幾分抑制される

傾向があるが,その後10時間で85^,24時間で95%が孵

化している･ 25℃C, 35℃Cの冠水では夫々2時間で69#,

67#, 5時間で88^, 85^と順調な孵化がおこるが,

3S℃Cではその)後孵化するの)が絶える. (Fig. 9)

3･浸水波紋上での孵化

水分量が第6度の嬉紙上で宮入員卵子を2℃-25℃C

で飼育すると好適な土壌培地(第4度の水分量)と同

樵,高率に成熟卵子に発育し,自然孵化がおこること

は前に述べた.

宮入貝(O･ nosophora, 0. quadrasi}の)新鮮卵子を

夫々100個づつ,淀紙上に並べてこれを水を盛ったベ

トリシャーレの中に漬けて,飼育の初めから水中で培

養すると,順調に成熟卵子に発育する･孵化能力を持

つに至ったものから逐次孵化し,椎貝が選出する･

先づ0. nosophoraの)卵子でみると,孵化は　30℃C,

27℃Cで夫々11日, 12日に始まり,次第にその数は増加

して13日目にpeakを示し, 4日間で夫々生卵子の6℃

%, 80%が孵化を完了する･ 2S｡Cの場合ほ飼育13日

目に始まり18日目までに68%が孵化した･そCD peak

は15日にある･ 2O｡Cでは孵化開始の時期がおくれ,
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fig. 10　Eggs submerged into water in petri

dish.

20日に最初の孵化がおこり特22日目を]葉点として88%

が28日までに孵化している.一般的に言って水温が低

くなれば次第に孵化が遅れ,その期間も長くなる.

2O｡Cでは孵化曲線はゆるやかである. O･ quadrasi

でも略同様であるが,孵化率は夫々3OつCで42%,

27｡Cで52ブル&, 25℃Cで79rの, 20℃Cで70の/oで,孵化の

始まる時期は3OつC, 27｡Cで12日, 2S℃Cでは14日で

孵化椎員数のpeakはいづれも15日である. 2O℃Cで

は孵化の開始もずっと遅れて20日目で,頂点は23-24

日頃にみられる･ O･ quadra∫gでは0. no∫ophoraに比

べて孵化の期間が長く,だらだらと続く傾向がある.

最も能率的に稚貝を得るにはO･ no∫ophoraでは2O℃C

O･ quadrasiでは2S｡Cで孵化率が最も高く最適である･

(Fig. 10, ll, 12)

Fig. 11　Hatching of 0. nの∫opnoj-a eggs cultivated on filter paper submerged

from beginning into wa七er･

Fig. 12　Hatching o王0. quadra∫i eggs cultivated on filter paper submerged

fro甲beginning into water･
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総　括　と

現在までに宮入且の生態の観察や飼育の研究が多数

の研究者によってなされてきたが,そのはとんどが成

旦あるいは自然孵化した後の照国についての生態観察

や飼育条件を追究したもので,宮入旦卵子の発育や孵

化に関する観療は極めて少ない･その主な原菌は多数

の同じ年令の卵子を集めることと,観察の方法の難し

さにあると思われる.著者はペト1) ･シ二分ヤーレを用

いた産卵培地と孵卵培地を考案し, 0. nosophora　と

omquadrasiの)産卵をみ,卵子の)発育と孵化を観察して

それに及ぼす諸環境条件の影響を追究した.

先づ産卵について著者は自然棲息地の筑後川沿岸よ

り異なった季節に採集された宮入員0,nu･坤horaを実

験室に持ち帰り, 20-25つC飼育室で飼育し,産卵の推

移を観察した.その結果9月から11月にかけて採集し

たものでは2週間以内には産卵はおこらず,その後

あつても非常に少ない･ 2月, 3月のものは1週間

以内に産卵がおこり, 4, 5, 6月のものは採集の直

後から多数の産卵がある･ 6月の中旬頃になると産卵

数が著明に減少し, 7月に入れば一律に産卵が蕗塩す

る.このことから自然界に於ける産卵は主として4,

5, 6月の3ケ月の内に行われると思われる.

一株に孵卵培地の土壌或いは嬉般に含まれる水分量を

確実に規定ないし秤量し,温度との組み合わせを作っ

て飼育し, O･ nosophora, 0, quadra∫iの)両種卵子の生

存,発育に及ぼす物理的環境条件の影響を追究した.

波紋上飼育の場合,適温で両種とも充分の水分量がぁ

るといづれも順調な発育がみられる.その下限をみる

と, O･1lO∫ophoraは第2度即ち僅かの)湿り気があれば低

率ながら成熟卵子に発育するものがあり,第4度(櫨

般に;ml)以上あれば安定して高率に発育する･一

方0,quadras生は水浸しの)状態でなければ殆んど発育

しない･土壌培地で飼育してみると, O･quadrasiはや

はり充分の水分量が必要であるが, n. nosophcraでは

中間の水分量即ち第4度で最も成績がよく,水浸しの

状態になると,明らかに成熟率が低下する.株に23つC

以上の温度になると発育する度に死滅するものが増加

する.これは恐らく土壌の異常分解,微生物の異常繁

殖による酸素量, pHの変化に起因するものが考えら

れる･このように　0. no∫ophのTaは比較的低湿度に強

く, 0. quadrasiはそれより度に多量の,水分を必要と

し,特に発育初期での水分不足は致命的である･王ら

... 〔1956) cD 0.軸ensi･りについての観察で古朝朝泥の)状

態が最もよいとしているが,これは本実験の第5歴と

第6度の)中間の)水分量であり,0. quadra∫i 0. h坤euz名s
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考　察

の両種卵子の発育に至適な水分量はほぼ似かよったも

のと思われる･宮入且卵子の発育に宝達な温度は概ね

20-25℃C前後の間にあり,水分量が適当ならば大部分

が成熟する. 32℃C以上では死滅し,1O｡C以下では発育

は停止する.殊に32｡Cの効果は発育初期に於いて著

明でたとえ2日間の一時的な暴露であつても致命的に

作用する･ 13℃Cの場合には発育が遅延し,その率も低

下するが, 0, quadrasiでは低温に弱く,特にその影

響が顕著である･飯島(1965)も一般的に最適温度ほ

2O-3O℃Cとし,それより高温又は低温が発育に障碍的

に働くことを述べているが,著者の成績は数の上で更

にこれを確認づけたものと云える･

自然孵化の観察として　Chi& wagnerが26℃Cで

O･formo∫anaでは9 -41日,O･nosophoraでほ9 -43日,

O･quadrasiでは8 -40日の)夫々の)期間に孵化をみてい

る.又Otoriが0. nosophoraでは20-25℃Cで12一

33日, 24-29つCで11-53日に自然孵化を観察している.

しかし全卵子に対する孵化率は明らかでない.著者ほ

土壌培地の)上で　O･ r"∫ophora卵子の)大部分が成熟卵

子となった頃を見計らって,培地に水を注ぎ冠水させ

ると,一挙に孵化がおこり, 24時間内に成熟卵子の大

部分が孵化を完了する事実を確認した.この場合冠水

する水の温度は20一25℃Cが最適で, 4O℃C　の水温では

卵子が死滅し, 3｡Cの水では孵化がおこならない･土

壌培地上での卵子の成熟と孵化能力を得るまでに必要

な飼育期間は温度や水分量などの環境条件によつて異

なるが,冠水による孵化は2O｡Cでは19日, 23｡Cで

13H, 27｡Cで14日頃からおこり,その数は次期に増加

する.従って最も能率よく推員を得る為には2O｡C飼育

では301日2S℃C, 27｡Cの飼育では20日前後に冠水を行

うのが最も望ましい.卵子の孵化能力は2O｡Cではヰ5

日間飼育を績ナても充分維持されるが, i7℃Cの場合

には土壌上で20日を過ぎると冠永しても明らかにその

率は低い.一高温のもとで長く土壌上に放置すれば20日

を過ぎると孵化能力を失うものと思われる.

0, nosophora一　と0,quadrasiの)卵子を初めから水中

に漬けた波紋の上で2O-3O｡Cの温度で飼育すると,卵

子はよく発育し,孵化能力を持つに空つたものから遂

次椎貝が遅出する:孵化の開始は温度が高い程促進さ

れるが,全卵子の)孵化率からみると, O.即sopohraで

は2OつCで86%, O. quadrasiでは2S℃Cで79%と最適

である･先にもy杉浦(1933), Abb°tt 〔1946) ,Jshii

(1951),ーOtori (1956), Chi et 〔1957)等が自然界及

び研究室での)観察で,各種宮入貝卵子でOj孵化はでの
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期間を想定しているが,これらの成績には実験的根拠

が乏しい.著者は水中に漬けた彊紙培養の成績から｢

応孵化発生のpeakを示す日を基準として,新鮮卵子

が孵化するまでに必要な飼育期間はO･ nosophoraでは

27-30｡C　で13日, 25℃Cで15日, 2O°C　では22日, O.

quadra∫iでは25℃C以上で15日, 2O°Cで22-24日と考

えられる特

以上著者は宮入且卵子の発育,孵化に及ぼす物理的

条件の影響について研究室内で実験的に追究し,温度

と水分量が密度に関係があることを明らかにしたが,

自然界に於いても気温,降雨,冠水,洪水,早天など

の自然環境によって宮入月の発生消長が微妙に影響を

受けていることが想像される･又実験室内で多数の宮

入且推貝を得る為の方法として土壌培地の冠水法,波

紋飼育法が極めて効果的であることを知った･

摘　　　　　　　　要

著者は宮入貝O. nosophora, O. quadrasi卵子の発育

孵化に及ぼす物理的条件,特に温度と水分量の影響に

ついて実験的観察を行い次の結果を得た.

1)久留米で採集された宮入貝からみると,自然界に

於けるO. nosophoraの産卵の時期は主として4, 5,

6月にあり,7月に入ると終熄するものが多い.

2)宮入貝の成熟には一定量以上の培地の水分が必要

である.一般にO. nosophoraは比較的水分不足に強

いが,O. quadrasiは少くとも水浸しの状態以上の水分

が必要である.

3)最適の温度は両種とも概ね20℃乃至25℃附近

にあり,概ね20日前後に大部分が成熟卵子に発育する.

32℃以上,10℃以下ではその途上に死滅又は発育を

停止する.特に発育初期に於いてその影響が強い.

4)成熟卵子に発育した時期に飼育培地に冠水すると,

一挙に多数の稚具を得ることができる｡

5)初めから水中に漬けた濾紙上で飼育すると,卵子

は順調に発育,遂次孵化し,高率に稚具を得ることが

できる｡

6)培地で卵子が孵化するまでに要する飼育期間は温

度により異なるが, 25℃で概ね15日である.

7)冠水処理及び,浸水濾紙飼育は実験室内で,多数

の稚貝を得る方法として推奨出きる.

稿を終るに当り,御指導と御校閲を載きました

恩師片峰大助教授に深甚の謝意を表します.貝採集

にあたって御協力載きました久留米大学岡部浩洋教

授をはじめ,熱研寄生虫学教室の諸兄に感謝致しま

す.尚.本研究は文部省科学研究費及び日米医学協

力会議の補助を受けた.
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